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日
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に
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発
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に
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る
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出
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日
本
銀
行
の
黒
田
総
裁
の
消
費
税
増
税
に
関
わ
る
発
言
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
三
十
年
十
月
十
五
日
、
安
倍
総
理
は
臨
時
閣
議
で
、
「
消
費
税
率
に
つ
い
て
は
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た
と
お
り
、
平
成

三
十
一
年
十
月
一
日
に
現
行
の
八
％
か
ら
十
％
に
二
％
引
き
上
げ
る
予
定
」
と
発
言
し
た
。

平
成
三
十
年
十
月
十
四
日
、
日
本
銀
行
の
黒
田
東
彦
総
裁
は
、
訪
問
先
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
バ
リ
島
で
開
か
れ
た
討
論
会
で

発
言
し
、
安
倍
晋
三
首
相
が
予
定
通
り
来
年
十
月
に
実
施
す
る
意
向
を
表
明
し
た
消
費
税
率
十
％
へ
の
引
き
上
げ
に
関
し
て
、

「
現
時
点
で
景
気
に
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
が
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
」
と
の
見
解
を
示
し
た
。

黒
田
総
裁
は
、
消
費
税
率
が
一
律
に
五
％
か
ら
八
％
へ
引
き
上
げ
ら
れ
た
前
回
の
増
税
時
と
異
な
り
、
食
料
品
な
ど
を
八
％

に
据
え
置
く
軽
減
税
率
が
適
用
さ
れ
る
と
の
認
識
を
示
し
、
十
％
へ
の
税
率
引
き
上
げ
に
よ
る
負
担
増
は
「
前
回
引
き
上
げ
時

に
比
べ
約
三
分
の
一
か
ら
四
分
の
一
」
に
と
ど
ま
る
た
め
、
景
気
へ
の
影
響
は
「
極
め
て
小
さ
い
」
と
発
言
し
た
。

日
本
銀
行
法
第
一
条
は
、
「
日
本
銀
行
は
、
我
が
国
の
中
央
銀
行
と
し
て
、
銀
行
券
を
発
行
す
る
と
と
も
に
、
通
貨
及
び
金

融
の
調
節
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
こ
と
を
示
し
、
同
法
第
三
十
三
条
で
は
、
「
日
本
銀
行
は
、
第
一
条
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
、
そ
の
業
務
の
具
体
的
内
容
が
例
示
さ
れ
て
い
る
。

日
本
銀
行
総
裁
が
消
費
税
増
税
に
よ
る
国
民
負
担
が
小
さ
く
、
景
気
に
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
が
あ
る
と
は
考
え
て
い
な

一



い
と
発
言
す
る
こ
と
は
日
本
銀
行
法
で
規
定
さ
れ
て
い
る
職
務
外
で
あ
る
と
と
も
に
、
多
く
の
国
民
が
不
安
に
感
じ
て
い
る
消

費
税
増
税
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
軽
視
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

こ
れ
ら
の
発
言
に
関
連
し
て
、
以
下
質
問
す
る
。

一

消
費
税
率
十
％
へ
の
引
き
上
げ
に
関
し
て
、
日
本
銀
行
総
裁
の
い
う
と
こ
ろ
の
、
「
現
時
点
で
景
気
に
大
き
な
マ
イ
ナ
ス

の
影
響
が
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
」
と
の
考
え
は
政
府
と
共
有
さ
れ
て
い
る
も
の
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

二

政
府
は
、
消
費
税
率
十
％
へ
の
引
き
上
げ
に
関
し
て
、
「
現
時
点
で
景
気
に
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
が
あ
る
と
は
考
え

て
い
な
い
」
と
考
え
て
い
る
の
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

三

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
三
日
、
消
費
税
率
十
％
へ
の
引
き
上
げ
に
関
し
て
、
参
議
院
財
政
金
融
委
員
会
で
黒
田
総
裁

は
、
「
一
概
に
決
め
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
基
本
線
と
し
て
は
、
前
回
よ
り
も
浅
く
て
、
駆
け

込
み
、
反
動
減
と
い
う
の
も
そ
ん
な
に
長
く
続
か
な
い
だ
ろ
う
」
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
が
、
同
時
に
、
「
二
〇
一
七
年

度
前
半
頃
に
二
％
程
度
の
物
価
上
昇
率
を
実
現
し
、
そ
の
後
次
第
に
、
こ
れ
を
安
定
的
に
持
続
す
る
成
長
経
路
へ
と
移
行
し

て
い
く
可
能
性
が
高
い
と
い
う
ふ
う
に
判
断
し
て
い
る
」
と
も
発
言
し
て
い
る
。
「
二
〇
一
七
年
度
前
半
頃
に
二
％
程
度
の

物
価
上
昇
率
を
実
現
」
に
つ
い
て
は
既
に
現
状
と
か
い
離
し
誤
っ
た
判
断
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ

二



れ
で
も
な
お
政
府
は
「
現
時
点
で
景
気
に
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
が
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
」
と
の
考
え
を
維
持
し
て

い
る
の
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

四

日
本
銀
行
総
裁
が
政
府
の
枢
要
な
政
策
の
一
つ
で
あ
り
つ
つ
も
、
国
民
の
多
く
が
不
安
を
持
っ
て
い
る
消
費
税
増
税
に
つ

い
て
、
国
会
で
の
議
論
に
先
立
っ
て
海
外
の
討
論
会
で
「
現
時
点
で
景
気
に
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
が
あ
る
と
は
考
え
て

い
な
い
」
と
発
言
す
る
こ
と
は
不
適
切
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
黒
田
総
裁
の
発
言
は
、
そ
も
そ
も
日
本
銀
行
法
で
規
定
す
る

所
管
外
の
事
案
に
関
す
る
も
の
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

三


